
解析の進め方について 

１ 東北地方太平洋沖地震の再現解析 

(1) 目的 

 危険物を大量に貯蔵する屋外タンク貯蔵所は、危険物が流出した場合の影響が大きいことから、過去

に発生した地震を教訓に技術基準の見直しを重ね、東日本大震災でも、危険物の流出事故はほとんど報

告されておらず、有識者を踏まえた検討会においても、現行基準は妥当なものとされている。 

しかしながら、中央防災会議等において、従来の想定を超えるような南海トラフ地震の想定地震動の

検討も進んでおり、新たな大規模な地震に対する屋外タンク貯蔵所の耐震安全性について確認を行う。 

屋外タンク貯蔵所の短周期地震動による影響について、２節の南海トラフ地震の解析に際して、精度・

信頼性の高い数値解析を行うためには、実際の現象に基づいて解析の前提となる定数等を適切に定めて

行う必要がある。このため、解析手法について一定の信頼性があることを確認するため、東北地方太平

洋沖地震における屋外タンク貯蔵所の実態を再現できることを確認する。 

東北地方太平洋沖地震の観測波形を用いた応答解析は数多く実施されており（例えば松岡ら（2012）

による河川堤防における事例、福武・張（2012）による浦安市における事例）、解析手法については一定

の妥当性が確認されていることから、本解析においてもこれらを踏まえた手法で解析を行う。 

(2) 解析の進め方 

  以下のような手順により、屋外タンク貯蔵所の再現解析を進める。 

資料１－４ 

解析対象地区の選定 

地震波形の再現解析 

簡易質点系モデルによる時刻歴地震波形の

タンク隅角部の浮き上がり解析 

詳細解析タンクの選定 

有限要素法による地震応答解析 

（隅角部及び側板部） 

屋外タンク貯蔵所の解析結果のとりまとめ 
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２ 南海トラフ地震の解析 

(1) 目的 

１節の目的に記載した理由により、中央防災会議から公開されている南海トラフ地震の想定地震動に

おける屋外タンク貯蔵所の耐震安全性について確認を行う。 

 

 (2) 解析の進め方 

   以下のような手順により、屋外タンク貯蔵所の解析を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析対象地区の選定 

地表面想定地震波形作成 

簡易質点系モデルによる時刻歴地震波形の

タンク隅角部の浮き上がり解析 

有限要素法による非線形地震応答解析 

（隅角部及び側板部） 

 

屋外貯蔵タンクの解析結果のとりまとめ 

対象位置で工学的基盤面の加速度地震波形 

地盤及び構造物（基礎及びタンク本体）の 

モデル化 

２次元動的解析 

（変形図、過剰間隙水圧比分布等） 

地盤・構造物の解析結果のとりまとめ 

詳細解析タンクの選定 
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